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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 4年 2月 

〔漁 業〕 

・ 2月の漁獲量は前年を368㌧上回り､漁獲金額は前年を4億900万円下回った｡漁獲量では､底曳網､

タラ･スケソウ漁が大幅に増加し､昆布が大幅に減少している｡漁獲金額では､底曳網､タラ･スケ

ソウ漁が増加し､タコ､ツブ､ウニ､カニ漁､昆布が減少している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 軽種馬の種付け時季を前に日高･胆振管内の種馬場では今月､種牡馬展示会が始まり､牧場関係

者らは､今年新たに種牡馬となった馬などに熱い視線を注いでいる｡ 

・ 新冠町は､町長特別表彰として競走馬｢コントレイル号｣に対し町で初めて馬に対する表彰｢第一

回特別栄誉賞｣を贈呈した｡ 

・ 日高管内各町､日高管内各農協､日高軽種馬農協ほか日高管内26の関係団体で構成する｢日高軽

種馬振興対策推進協議会｣では､軽種馬生産界の発展継続のため､産地支援､ホッカイドウ競馬支

援､地域産業の振興､馬文化の継承を軸に､積極的な要請･陳情活動などの支援活動を行っている｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は9,000万円で､前年を6,200万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は12億5,900万円で前年を5億2,800万円上回った｡ 

・ 2月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､6件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 静内農業高校の生徒が考案したスイーツ､弁当が限定販売された｡｢全道おにぎりアイデアコン

テスト2020｣で大賞を受賞した｢チェプオハウ風(サケの汁物)おにぎり｣が22日､静内本町のホテ

ルローレルとコラボし､宿泊客の朝食で提供された｡町民向けの弁当が28日の1日限りで限定販

売された｡また､全道の高校生が洋菓子レシピのアイデアを競うコンテスト｢ハイスクールパテ

ィシエロワイヤル｣で入賞したスイーツが22日､1日限定で町内と新冠町のセイコーマート8店で

販売された｡コンテストは昨年7月に開かれ､道内13校から31チームが参加した｡入賞作は｢きな

粉クリームとかぼちゃケーキのコーンプリン｣｡ 

〔観光・その他〕 

・ 浦河高校写真部(43人)が昨年4月に鵡川－様似間が廃止されたＪＲ日高線の29駅の駅名看板の

写真を掲載した2022年のカレンダーを完成させ､無料配布している｡ 

〔雇 用〕 

・ 2月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を5億2,800万円上回り､町

発注工事は前年を6,200万円上回った｡建設業は､業者間格差あるが､手持ち工事確保している企

業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を368㌧上回り､漁獲金額は前年を4億900万円

下回った｡底曳網､タラ･スケソウ漁が大幅に増加､タコ､ツブ漁､昆布が大幅に減少している｡昆

布の出荷量減少が要因となっている｡水産加工会社は､地場産の魚介類の水揚減少で影響が出て

いる｡飲食業は､オミクロン株の発生､まん延防止当重点措置等で経済は停滞｡時短営業､酒類提

供の制限で､夜の来店客は激減し､厳しい状況が続いている｡個人消費はコロナ感染､外出自粛､

漁業の不振､燃料の高騰等もあり低迷感が増し､先行き不透明な状況が続いている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､タラ･スケソウ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､ツブ､カニ漁等｡ 

総漁獲量 2,002㌧・金額 4億1,400万円(前年同月比368㌧増・4億900万円減)｡ 

   

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 底曳網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ウニ漁……………… 

ホッキ漁…………… 

タラ・スケソウ漁… 

 メヌケ漁…………… 

 キンキ漁…………… 

毛ガニ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

  1,122ｔ ・ 112百万円 

43ｔ ・  16百万円 

75ｔ ・  59百万円 

19ｔ ・   9百万円 

0ｔ ・ 0百万円 

19ｔ ・   6百万円 

582ｔ ・  43百万円 

8ｔ ・  13百万円 

7ｔ ・  12百万円 

7ｔ ・  28百万円 

58ｔ ・  91百万円  

62ｔ ・  25百万円 

(前年同月比    412ｔ増 ・ 40百万円増) 

(前年同月比   18ｔ増 ・  5百万円減) 

(前年同月比    170ｔ減 ・ 62百万円減) 

(前年同月比     47ｔ減 ・ 24百万円減) 

(前年同月比      9ｔ減 ・ 18百万円減) 

(前年同月比      4ｔ増 ・  1百万円増) 

(前年同月比   419ｔ増 ・  25百万円増)   

(前年同月比     4ｔ増 ・ 3百万円増) 

(前年同月比     4ｔ増 ・  7百万円増) 

(前年同月比     9ｔ減 ・ 20百万円減) 

(前年同月比    193ｔ減 ・ 318百万円減) 

(前年同月比    65ｔ減 ・ 38百万円減) 

・ えりも港に隣接するえりも漁協のウニ種苗生産センターで､春の放流に向けて稚ウニの育成生

産が順調に進んでいる｡同漁協の主要漁獲物であるウニ(エゾバフンウニ)は､前浜の豊富なミツ

イシコンブを餌に味覚が良好で､毎年春に開催する｢ウニまつり｣には､旬の味を求めて札幌圏や

十勝方面から8,500人(令和元年)以上が詰め掛け､｢えりもの三大イベント｣の一つとして知られ

ている｡令和2年度には51㌧､1億2,000万円の漁獲があったが､令和3年度は､昨年9月に発生した

赤潮でウニの大量死被害があり､春漁期のみの25㌧､4,900万円にとどまり､さらにコロナ禍から

｢ウニまつり｣も中止している｡種苗生産センターで現在飼育中の稚ウニは､昨年春から初夏に漁

獲して受精させたもので､現在は殻長1㌢ほどに成長｡約300万粒が屋外の水槽30基と屋内水槽12

基で､海水内で自然発生の藻を餌に飼育され､今年春には同漁協管理海域に分散して放流する｡

同漁協は｢今年のウニまつりも､赤潮被害の影響で中止せざるを得ないが､春に放流する稚ウニ

が順調に育って3～4年後に浜を潤してくれれば｣と期待している｡ 

・ 日高中央漁協(浦河町)は､ウニ種苗センターの再整備を構想している｡くみ上げた海水でウニな

どを飼育しているが､施設内で水を循環させ飼育できる設備に一新する案がある｡町は整備費補

助などで事業を後押しする方針｡同センターは1990年に完成した｡Ｓ造､平屋､延べ441平方㍍の

規模で､取水ポンプ1基と飼育用水槽20基を備える｡ウニやナマコを飼育､放流することで漁獲量

の増加に寄与している｡自家発電装置も備えていないため､再整備を検討している｡ 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 新冠町は､町長特別表彰として競走馬｢コントレイル号｣に対し町で初めて馬に対する表彰｢第一回 

特別栄誉賞｣を贈呈した｡表彰を受けた｢コントレイル号｣は､美字にある競走馬の生産､育成牧場ノ 

ースヒルズの生産馬｡父ディープインパクト､母ロードクロサイト､母の父アンブライドルズソン 

グ｡戦績11戦8勝｡3歳時には､無敗でクラシック3冠(史上3頭目)を制覇したほか､世界初の親子での 

無敗クラシック3冠を達成した｡3冠競争以外の勝ち鞍は2019年東京スポーツ杯2歳ステークス(Ｇ 

Ⅱ)､ホープフルステークス(ＧⅠ)､20年神戸新聞杯(ＧⅡ)｡21年のジャパンカップ(ＧⅠ)で有終の 

美を飾り引退した｡ 

・ 令和4年度のホッカイドウ競馬開催計画が北海道軽種馬振興公社から発表された｡今年度は4月13

日(水)に開幕し､11月10日(木)まで85日間(前年比3日増)の全日程を門別競馬場でグランシャリオ

ナイターとして開催｡売上げの増額に伴い､多くの条件において本賞金が増額されたほか､北海道

馬主会の協力のもとで行っている冬季間における遠征馬の輸送費補助事業や､ＪＢＣ協会が支援

するカウントアップチャレンジ競争は継続実施｡馬購入費に対する補助は拡充されるほか､スタリ

オンシリーズも継続実施予定｡競走内容を充実させ､さらなる売上の拡大を目指している｡ 

〔農 業〕 

・ 農業を学ぶ高校生が研究成果発表する｢第73回全道実績発表大会｣(日本学校農業クラブ北海道連

盟主催)で､静内農業高生4人がヒューマンサービス部門で最優秀賞に輝いた｡10月下旬に北陸地方

で開かれる全国大会に出場する｡4人は､今年1月の｢南北海道｣の大会で最優秀賞を獲得｡2月3､4の

両日､富良野緑峰高を会場にオンライン形式で行われた全道大会に出場した｡同大会には計4部門

に16校の計220人が参加｡このうち4人は馬産地の小学生に馬の魅力を伝えるため､地域の小学校を

訪れて馬の出産動画を見せたり､馬に関するクイズを出したりする出前授業を行った経験などを

発表した｡このほか､同校の別のチームが､クラブ発表部門で優秀賞を受賞した｡ともに同校からは

11年ぶりの快挙となった｡ 

〔花き栽培〕 

･ 2月の花き出荷実績は､8万本､金額 747万円(前年 7万本､596万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､12億 

5,900万円で､前年同月比で5億2,800万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和4年2月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

浦 河 町 0 1 0 1 0 90 0 90 0 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

えりも町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 1 0 1 0 90 0 90 6 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 9,000万円となった(前年同月 2,800万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は1件下回り､金額は6,200万円上回った｡ 

・ 2月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 6件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が562㌧(前年610㌧)で前年比7.9％の減少｡ 

出荷金額は1,139万円(同1,268万円)で前年比10.2％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材の受注は取扱減少が続いている｡来月からは受注数の増加が見込まれている｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､本州産が主体｡道内産はゴボウ､ホウレン草､ニラ､長イモ､玉ネギ､生シイタケ等が主体｡

果物は､本州産のミカン､リンゴ､イチゴが出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 国内の一流シェフらが審査して逸品を選ぶコンクール｢料理王国 100選 2022｣に､新ひだか町静

内の料理店｢あま屋｣(静内御幸町 2)が開発した日高昆布ねりこみそば｢日高の風｣が､胆振･日高

管内では唯一選ばれた｡同コンクールはグルメ情報誌｢料理王国｣を発行する｢ジャパン･フード

＆リカー･アライアンス｣(東京)が商品を公募し2010年から毎年開催｡生鮮食品､加工食品､調味

料など6部門に分かれ､料理界を代表するシェフ20人と現役バイヤー23人が審査する｡応募総

数は非公表だが､今年は95点が選ばれた｡｢日高の風｣は､構想から2年かけて20年12月に発売｡

道産そば粉と小麦粉を5対5の割合で混ぜ､日高昆布の粉末を練り込んだ｡昆布の風味を残した

そばに仕上げ､細麺でのどごしがいいのが特徴｡審査員からは｢そばと昆布の味が非常にマッチ

していておいしい｣と評価された｡昆布のうま味が溶け出すそば湯の用途が幅広いのも魅力｡そ

のまま飲むのはもちろん､そばつゆを薄めたり､鍋料理に使ってもおいしい｡1 袋 180 ㌘で 540

円｡あま屋や新ひだか観光協会､カフェ｢ぽると･みついし｣(三石本町)で販売し､発売から1年余

りで1万袋を売り上げる人気｡昨年5月からはあま屋ホームページで通販も始めた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 新ひだか町静内の｢二十間道路牧場案内所｣(静内田原)を昨年利用し､牧場見学をした人数が､前

年比7.9％減の2,343人だった｡昨年は7月10日～10月31日の開設予定だったが､新型コロナ

ウイルスの緊急事態宣言発令を受け､8月 27日～9月 30日の見学が中止となり､案内所を閉鎖

したことが影響した｡8月1日から見学者を受け入れたレックススタッドには期間中1,218人が

来訪｡2010年に日本ダービーを制したエイシンフラッシュと､中央と地方の重賞レースで9連勝

したスマートファルコンの2頭が人気だった｡7月16日から受け入れたアロースタッドは同1,125

人が訪れた｡17年の朝日杯フューチュリティステークス(ＧⅠ)などを制し､昨年引退して種牡馬

入りしたダノンプレミアムが注目を集めた｡ 

・ 浦河観光協会は 22日､馬産地観光における課題解決実証事業報告会を開催した｡観光庁の支援

事業者選定を受けて実施したモニター事業の検証結果を報告した｡観光庁の｢地域の観光資源の

磨き上げを通じた域内連携促進に向けた実証事業｣の支援事業者選定を受けた同協会が､取り組

んだモニター事業｡｢地域体験型テレワーク･ワ―ケーション｣｢乗馬キャンピングプログラム｣｢馬

産地をめぐるひだかサラブレッドタクシー｣のプログラムを実証実施｡モニター実施期間は､昨

年 11月から 1月末まで｡参加者は､インターネット公告やＳＮＳを通じて応募｡期間中､道内外

から91人がモニター参加し､アンケートやヒヤリングなどで事業検証を行った｡ 

  



５ 

 

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､1件(前年同月0件)､負債総額5,000万円(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､2件(前年同月0件)､負債総額7,000万円(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は14件(前年同月15件)､負債総額は20億1,500万円(同18億2,300万円)､倒産件 

数は前月比6件増加､前年比で1件の減少となった｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は459件(前年同月446件)､負債総額は709億8,900万円(同674億9,000万円)｡ 

倒産件数は前月比7件増加､前年比で13件の増加となった｡         （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 2月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.90倍で､前年比0.36ポイント上昇、前月比0.23ポイント 

上昇した。有効求人数は1,145人で前年比194人増加､前月比で176人増加となった｡有効求職者数 

は602人で前年比16人減少､前月比で21人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.02倍で､ 

前年比0.08ポイント上昇､前月比で0.02ポイントの上昇となった｡ 
 
 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
  

2／ 6    第62回 き さ ら ぎ 賞                            （ＧⅢ） 
マテンロウレオ 号           (新ひだか町 猪野毛牧場 殿生産） 
 

2／13   第115回 京 都 記 念                                  (ＧⅡ) 
      アフリカンゴールド 号  （日高町 ダーレー･ジャパン･ファーム㈲ 殿生産） 
 
2／19   第72回  ダイヤモンドステークス                     （ＧⅢ） 
      テーオーロイヤル 号                   （浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
2／27   第96回  中 山 記 念                         （ＧⅡ）    

パンサラッサ 号            （新ひだか町 木村 秀則 殿生産） 
 
2／27  第66回  阪 急 杯                            (ＧⅢ) 

          ダイアトニック 号                   (浦河町 酒井牧場 殿生産)  
 

  

ホッカイドウ競馬総売得金額累年比較                            (人、円、％) 
年 度 開催日数 総入場者数 発売金額 1日当たり発売額 前年対比 開催競馬場 

2011(平成23年) 15開催80日間 49,889 11,473,116,800 143,413,960 102.1 門 別 

2012(平成24年) 15開催80日間 49,120 11,918,208,800 148,977,610 103.9 門 別 

2013(平成25年) 15開催79日間 48,567 13,875,743,800 175,642,327 117.9 門 別 

2014(平成26年) 15開催80日間 49,541 15,542,588,580 194,282,357 110.6 門 別 

2015(平成27年) 15開催80日間 55,284 16,741,057,640 209,263,221 107.7 門 別 

2016(平成28年) 15開催80日間 50,006 20,213,847,700 252,673,096 120.7 門 別 

2017(平成29年) 15開催80日間 51,704 24,461,623,640 305,770,296 121.0 門 別 

2018(平成30年) 15開催76日間 47,978 25,025,010,460 329,276,453 107.7 門 別 

2019(平成31年) 15開催80日間 59,545 32,999,352,360 412,491,905 125.3 門 別 

2020(令和 2年) 15開催82日間     541 51,475,811,700 627,753,801 152.2 門 別 

2021(令和 3年) 15開催82日間 17,781 51,850,116,930 632,318,499 100.7 門 別 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 4 年 2月末現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,653 -117 -4 2,406 -44 0 

日 高 町 11,093 -207 -12 5,945 -48 1 

新 冠 町 5,225 -167 -8 2,733 -35 -7 

新 ひ だ か 町 21,350 -429 -12 11,436 -94 2 

浦 河 町 11,687 -282 -17 6,570 -60 0 

様 似 町 4,066 -57 -9 2,108 -35 -4 

え り も 町 4,407 -104 -7 2,087 -25 -7 

日高地区合計 62,481 -1,363 -69 33,285 -341 -15 

広 尾 町 6,348 -175 -3 3,228 -53 -5 

大 樹 町 5,390 -71 -9 2,728 -13 -5 

日高･十勝地区合計 74,219 -1,609 -81 39,241 -407 -25 

札 幌 市 1,958,757 -1,722 -809 1,086,290 7,486 -92 

江 別 市 119,534 -151 -84 59,013 394 -80 

石 狩 市 58,070 -175 -5 28,216 28 -15 

北 広 島 市 57,684 -429 -42 28,045 52 -12 

恵 庭 市 70,041 -35 -40 34,466 307 10 

千 歳 市 97,613 -293 0 50,887 102 0 

石狩地区合計 2,361,699 -2,805 -980 1,286,917 8,369 -189 

苫 小 牧 市 169,333 -835 -80 90,456 437 4 

厚 真 町 4,387 -65 -10 2,114 -5 -6 

む か わ 町 7,568 -158 -5 4,007 -69 0 

胆振地区合計 181,288 -1,058 -95 96,577 363 -2 

営業区域合計 2,617,206 -5,472 -1,156 1,422,735 8,325 -216 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和4年2月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,145 84,037 194 6,699 176 1,883 

月間有効求職者数 602 82,574 -16 166 21 55 

月間有効求人倍率 1.90 1.02 0.36 0.08 0.23 0.02 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和4年2月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 6 0 6 

(新ひだか町～広尾町) 令和3/4～令和4/2 累計 78 -5  

                                               (資料出所:各市町村) 

 

 



７ 

 

 

４ 企業倒産状況(令和4年2月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 2 70 2 70 
  

うち新冠町～えりも町 1 50 1 50 
北 海 道 14 2,015 -1 192   
全   国 459 70,989 13 3,499   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和4年2月) 

位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

167,827 1.05 1.01 61,015 1.03 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                  （単位：枚、百万円、％） 

 4年2月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 161 -26.82 24.81 

交換金額 280 -20.68 -19.77 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和4年2月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -2.1 20.0 176.3 0.0 69.2 109.6 

広   尾 -3.6 32.0 190.1 0.3 53.4 117.1 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和4年2月) 

                                        （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 97,750 -2.9 44,375 -3.7 142,125 -3.2 

新ひだか町三石 16,576 -3.7 8,042 -2.8 24,618 -3.4 

浦 河 町 52,970 -9.8 22,062 -7.2 75,032 -9.0 

様 似 町 23,657 0.6 9,499 -4.0 33,156 -0.8 

え り も 町 23,355 -2.6 9,972 -2.7 33,327 -2.6 

広 尾 町 31,069 -2.4 13,556 -1.8 44,625 -2.2 

(資料出所：各町) 

 



８ 

 

                      日高振興局からのお知らせ 

 

日高振興局では、日高の春をPRするため「ひだかSpuring Premium」を開催します。 

オンラインと管内周遊を組み合わせたイベントですので、皆さま是非ご参加ください。 

※新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じて内容を変更する場合があります。 

 

 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


